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利用・用途・応用分野

有機材料、調光フィルム、記録材料、製造・加工分野

目的・課題 解決ポイント

フォトクロミズムを示す調光フィルム
等として使用できる遷移金属酸化物
と水溶性高分子化合物を含有する
複合膜であって、成膜性、暗下での
透明性に優れ、且つ、紫外線を含む
光照射によって強い青色の発色に
よる高い遮光性を示す複合膜を提
供することを課題とする。 

研究概要・アピールポイント
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無料開放特許

酸化タングステンナノ粒子とセルロース
誘導体を複合化して紫外線照射下によ
り強く発色し、暗下で無色透明に戻る
フォトクロミックフィルムを開発した。
セルロースはバイオマス由来の天然の
高分子材料であり、開発したフィルムは
安心して教材としても利用できる。
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